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保育士による発達障害児の早期発見と早期支援の課題
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要約

背景：沖縄県では発達障害児の早期発見・早期支援の充実が急務となっており、その療育体制が整備されつつある。発達障害児の多く

が保育園を利用しており、早期療育の重要な担い手として保育士の質向上が課題である。

目的：本研究の目的は保育士が発達障害または疑いのある子どもをどのように発見しているか、また彼らにどのように支援しているか

を年齢別に把握することであった。、

方法：対象は沖縄県南部３市にある保育所90カ所に勤務する保育士878名であった。郵送による自記式質問紙法であり、内容は保育士の

基本属性、障害児保育の有無、担当事例の特徴、療育支援の内容等であった。

結果と考察：546名から回答を得た。現在発達障害児（疑い含む）を保育している者は約４割であり、保育士から特別支援を受けている

のは170事例中７割であった。保育士が挙げた１～３歳児の早期発見に役立つ子どもの行動特徴は53項目と多数であったが、重要な指標

の不足も明らかになった。また、早期支援は子どもへの支援、親への支援、社会的支援など多様であったが、記述数は早期発見の３割

にとどまり、各問題行動に対応できてないことが明らかになった。

結論：早期発見と早期支援の重要性から保育士の質向上のために、子どもの年齢を考慮に入れた実用的で継続的な研修の必要性が示唆

された。
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Ｉ．はじめに

「発達障害」とは、自閉症、アスペルガー症候群その

他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害そ

の他これに類する脳機能の障害をさす')。広汎性発達障

害は、相互的な社会関係の質的障害、コミュニケーショ

ンにおける質的障害、及び狭小で反復性の常同的な行動・

関心・活動によって特徴づけられ、注意欠陥多動Ｉ性障害

は注意の障害と多動が基本的特徴である2)。したがって、

これらの子どもたちの子育ては大変困難であり3)、専門

家と関係者の緊密な連携の下に、幅広い継続的な支援が

求められている。

沖縄県においては平成1９（2007）年に相談支援の拠点

として「沖縄県発達障害者支援センター」が設置され、

さらに平成2１（2009）年８月には「沖縄県発達障害児

(者）支援体制整備計画」が策定され、県、市町村、民

間団体等が連携し、地域における一環した支援システム

構築を実現するための動きを加速しつつある4)。

我々、沖縄県ChildAbuseTreatment研究会は発達

障害児（者）とその家族の支援を充実するために、「保

健師と保育士による発達障害児早期支援の課題」に関す

る調査に取組んだ5)。本報告はこの調査結果の一部を報

告するものであり、現在、発達障害をもつ乳幼児とその

親に最も多く接する職種の１つである保育士の早期支援

に焦点をあてた。すなわち、本報告の目的は、沖縄県南

部地区の保育士が発達障害児又は疑いのある子どものど

のような点が気になり、彼らにどのような支援を実施し

ているかを把握し、年齢別に検討することにより、保育

士による発達障害の早期発見と早期発達支援上の課題を

特定し、当該地区の保育士に対する支援に資することで

ある。
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Ⅱ研究方法

対象は沖縄県南城市、糸満市、豊見城市にある市立、

法人立、認可外の保育所（園）９０カ所の保育士であり、

データ収集方法は留め置き方式の自記式質問紙法であっ

た。分析方法として数量データはSPSSStatisticsl7を

用いて記述統計とx2検定を行い、自由記述によって得
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られたデータは質的に分析した。質的分析方法は、自由

記述から各設問の回答に合致した記述を抜き出しコード

とした。次に類似したコードをまとめてサブカテゴリー

(「」で表す）とし、それらをさらに統合してカテゴリー

(『』で表す）とした。その手順は、まず第１著者が自

由記述全文と対応させたコード、サブカテゴリー、カテ

ゴリー一覧表を作成した。次に、発達障害児支援の経験

がある発達心理士３名を含む医師、保健師、看護教員等

から構成する調査班全員で５回に渡り検討した。カテゴ

リー化は先行研究6-11)を参考に行った。さらに、分析の

妥当性を確保するために発達障害児の診断・支援の臨床

経験が豊富な外部の発達心理専門家の意見を得て、修正

し、最終分析とした。

倫理的配慮：調査の実施にあたって、調査の趣旨と方法

に加えて、参加は自由であり、断っても不利益はないこ

と、無記名であること、統計的に処理するので個人が特

定されることはないこと、アンケートの回答をもって同

意とする旨を依頼文に明記し、同意の任意'性やプライバ

シー保護を十分担保した。

(8.8%)、無回答15名（2.7%）であった。

３．“発達上気になる子ども,，の有無と有効事例の処理

について

担当クラスに“発達上気になる子ども，,がいるとした

保育士は208名（38.1%)、いない322名（59.0%)、無回答

16名（2.9%）であった。“いる”とした保育士１名あた

りの事例数は１事例～５事例の範囲であった。“いる'，

と回答した保育士208名中178名から206事例が得られた。

これらの事例のうち、まず、無回答が多い事例ならびに

ダウン症、脳性麻痙、脳梁欠損症等発達障害者支援法の

発達障害の定義に含まれない計15事例を除外した。次に、

同一保育所で子どもの月齢と性別が一致した場合、自由

記述内容から明らかに複数の保育士が同一事例について

記述していると判断できる場合は１事例として処理した。

その結果、170事例を有効事例として分析の対象とした。

４事例の年齢と性別

事例の年齢は、１歳13名（7.6%)、２歳27名（15.9%)、３

歳47名（27.6%)、４歳43名（25.3%)、５歳30名（17.6%)、

6歳６名（3.5%)、無回答４名（2.4%）であった。性別

は男児127名（74.7%)、女児42名（24.7%)、無回答１名

(0.6%）であり、男児は女児の３倍であった。

Ⅲ結果

１．回収率

沖縄県３市の90保育施設（市立16施設、法人立34施設、

認可外40施設）に勤務する保育士878名を対象に郵送に

て質問紙調査を行った。その結果、保育施設90施設中７６

施設（84.4%）から回答が得られた。設置主体別回収率

は、市立100％（16／16)、法人立94.1％（32／34)、認可

外70.0％（28／40）であった。

保育士の回答は878名中546名からあり、回収率は62.2

%であった。また、設置主体別回収率は法人立が68.0％

(399／587)、次いで市立51.4％（108／210)、認可外48.1

％（39／81）であった。

５．発達上気になる子どもの行動特徴

“事例のどのような点が気になるか，,の問いに自由記

述があったのは170名中164名（96.5%）であり、全体で

得られたコード総数は369件であった。

369件のコードは８カテゴリーに分類でき、全体とし

て第１位が『コミュニケーション困難」112件（30.4%)、

第２位「パニック、多動、不注意など』９０件（24.4%)、

第３位「対人関係（愛着行動）困難」６９件（18.7%)、第

4位『想像性の欠如、こだわりなど」４１件（11.1%)、第

5位『集団行動困難』２１件（5.7%)、第６位『基本的生

活習慣の問題』１３件（3.5%)、第７位「姿勢・運動発達

の問題』１２件（3.3%)、第８位「感覚過敏』１１件（3.0%）

であった（表１)。

２．保育士の属性

保育士としての経験年数は、５年以下が196名（35.9%)、

６～10年112名（20.5%)、１１～15年59名（10.8%)、１６～２０

年68名（12.5%)、２１～25年48名（8.8%)、２６年以上48名

表１発達上気になる子どもの行動特徴：年齢別

1歳児２歳児３歳児４歳児５，６歳児不明全体
カテゴリー

ｎ％ 、％ 、％ 、％ 、％ 、％ 、％

コミュニケーション困難

想像性の欠如、こだわりなど

対人関係（愛着行動）困難

集団行動困難

感覚過敏

基本的生活習慣の問題

姿勢・運動発達の問題

パニック、多動、不注意など
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注）ｎは件数
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歳児に「音への過敏さ」等２項目、３歳児から「指噛み」

｢場面になれにくい」等４項目があった。『基本的生活習

慣の問題』と「姿勢・運動発達の問題』は「排泄訓練の

遅れ」を除き、１歳児、２歳児、３歳児それぞれに異な

る項目が挙がった。『パニック、多動、不注意など』は

｢落ち着きがない、多動」が１～３歳児に、「叩く」「奇

声」等３項目が１歳児と３歳児にみられ、「話を聞かな

い」「パニック」は２歳児から、「飽きやすい」「泣きじゃ

くる」等４項目が３歳児から出現した。すなわち１歳児

では16項目、２歳児では19項目、３歳児では38項目のサ

ブカテゴリーが抽出された。

年齢別にみると、１歳群と２歳以降の４群との間には

２カテゴリーに差が見られた。１歳群では『対人関係

(愛着行動）困難」が第１位で41.9％（13/31）を占め、

他の４群平均16.4％（54/329）に比べ有意に高率であっ

た（％2=12.18,ｐ<,001)。逆に２歳以降の４群で第１位

の『コミュニケーション困難」は１歳児では第４位であ

り、１歳児12.9％（4/31）と４群平均31.9％（105/329）と

の間には統計的に有意な差が認められた（,ｃ２＝4.851,

P<､05）（表１)。

次に、早期発見の視点から１～３歳児に焦点を当て、

スクリーニングの指標となるサブカテゴリーをカテゴリー

別に見てみると表２の如くであった。全体として53項目

が抽出された。『コミュニケーション困難』では、１歳児

から現れるのは「有意味語」「言語理解」の遅れであり、

2歳児では「会話のやりとり」「指示理解」の困難、そ

の他６項目は３歳児から現れる項目であった。『想像性

の欠如、こだわりなど』では、４項目中３項目は１歳児

から現れ、特に「物への執着」は３歳児まで、「興味の

限定」「偏った遊び」は２歳児まで続いた。『対人関係

(愛着行動）困難』では、「視線が合わない」「呼びかけ

に反応乏しい」が１～３歳児まで、「一人遊びを好む」

が１，２歳児に、「表情の変化乏しい」が１，３歳児にみ

られ、３歳児から出現した項目は「他児への関心乏しい」

｢他児と関われない」「協調性ない」「独特の関わり」で

あった。『集団行動困難』については１，２歳児ではみら

れず、３歳児に初めて「一対一を強く好む」等４項目が

出現した。『感覚過敏』でも１歳児での記述はなく、２

６．子どもの発達問題への保護者の気づき

“保護者は子どもの発達上の問題に気づいているか，’

との問いに保育士が“はい”とした事例は73名（42.9%)、

“いいえ,'は90名（52.9%)、“不明''７名（2.4%）であっ

た。７名を除き年齢別に検討した結果、子どもの発達上

の問題に気づいている保護者は、１歳児23.1％（3/13)、

2歳児63.0％（17/27)、３歳児35.6％（16/45)、４歳児41.5

％（17/41)、５，６歳児54.5％（18/33）であった（図１)。

全体的な年齢別頻度に統計的に有意な傾向があった

(％2=9.09,の＝４，ｐ<,10）ので、各年齢群間を比較した

結果、２歳児の保護者は１歳児又は３歳児の保護者より

も気づいている者が有意に多かった（それぞれ、ｘ２＝

5.58,ｐ=.０２；x2=5.11,ｐ=.05）が、４歳児又は５，６歳

児とは差がなかった。

表２発達上気になる子どもの行動特徴（１～３歳児）

サブカテ

ゴリー数
カテゴリー サブカテゴリー

・有意味語の遅れ(1,2）・オウム返し(3)・同年齢と会話不成立(3)コミュニケーション困
・言語理解の遅れ(1,2）・語彙量の少なさ(3)・保育士と会話不成立(3)難（言葉を用いたやり１０
・会話のやりとり困難(2)・理解が弱い(3)・質問と違う答えが返ってくる(3)とり、言葉の質）
・指示理解が難しい(2)
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想像性の欠如、こだわ・物への執着(1,2,3）・偏った遊び（物並べ等）（1,2）・興味の限定(1,2）４
りなど・食事へのこだわり(3)
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・人見知りが乏しい(1)・表情の変化が乏しし､(1,3）・協調性が無い(3)
対人関係（愛着行動）．－人遊びを好む(1,2）・友達との遊びが続かない(2)１０
困難・独特の関り方(突然アニメの話しをする等)(3)・視線が合わない(1,2,3）

・他児への関心が乏しい(3).呼びかけに反応乏しい(1,2,3）・他児と関われない(3)
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.－対一を強く好む(3)・集団行動できなし、、嫌がる(3)・孤立、いたずら(3)集団行動困難４

.受身、指示待ち(3)
■■■■￣●●■Ｂ■■－■■■■⑤｡■●□■■■●■■■■■■■■■●の●■Ｐ■■●■■□●■●－■■■－⑤●⑪■■白■□■■■●ロロロロ■■■■■■■■●■●■－■⑤□■ロロＣＤ■■－■■■■■－■●－－■色■■■■－－●□●■■●□□■｡■●巴■■■●■■■■－－●●■■■■■■－句■■□■■■□■■■■■－■■■－■■■－●－●■■■の■●■■ロ■■■■□■■■■■■□己■■－■■■■匂■■■■□■－⑤■■■■■■■■■■■■■■－●の■Ｐ－●■□■●■ロロ■□●

・音への過敏さ(耳ふさぎ)(2,3）・指噛み(3)・偏食(3)感覚過敏６
.特定の物を怖がる(2)・場面に慣れにくい(3)・異食(3)
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・自らコップで飲もうとしない(1)・着脱への意欲が乏しし、(2)・身の回りの後始末できない(3)基本的生活習慣の問題５
.排泄訓練の遅れ(2,3）・昼寝に入りにくい(3)
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・歩行の遅れ(1)・歩行バランスカ:不安定(3)・全体的運動発達の遅れ(2)姿勢・運動発達の問題４
．体の緊張が強い(3)

■￣凸■■■￣■－－￣￣■■■￣￣■■￣￣■●｡●■●●￣■■■￣－●－■■■■■の｡。●●■ロー■■の②●■■■ロ・口・●●ロロ■－－つ■・のＰ－■■■－■ロロ・ロロ・－ロー－の・・■■■■ロローロ■・・・の■■のロー■●・－－■－■■■■■■■□■・－－．．．－■－－■－－－の－．－■■・■■・■■－．△・・・ロウーロロ■■－－匂一■■■。■■■■・・・－．－－－■■の－■－－句公一白■■ロニローロー。。■■－のロー■■■■■－■■・・■■の－■－■－－■■■■ロロ

.落ち着き無し､、多動(1,2,3）・話を聞かない(2)．飽きやすい(3)
パニック、多動、不注・手が出る・叩く（1,3）・パニック(2,3）・攻撃的、衝動的(3)１０

意など・奇声(1,3）．泣きじゃくる(3)・物を投げる(3)
・かんしやくが長く落ち着くのに時間がかかる(1,3）

注）（）内の数字は年齢を表わす
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前田和子：保育士による発達障害児への早期発見と早期支援の課題

７．保育士による子どもへの支援

保育士が“発達支援をしている,，事例は170名中122名

(71.8%）であり、“していない”は47名（27.6%)、無回

答１名（６％）であった。

月齢別にみると、支援あり事例は、１歳児77％（10/13)、

2歳児78％（21/27)、３歳児77％（36/47)、４歳児は63％

(27/43)、５，６歳児72％（26/36）であった。支援内容は

３歳児の１名を除く121名から回答が得られ、得られた

記述コード総数は178件であり、事例1人当たり平均件

数は1.5件であった。

年齢不明の３名を除いてコードを分析した結果、Ａ、

子どもに対する支援111件（62.4%)、Ｂ保護者への支援

26件（14.6%)、Ｃ､社会資源の活用および連携41件

(23.0%）に大別できた（表３)。Ａ子どもに対する支援

の６つのカテゴリー別コード数は、上位から「情緒の安

定に関する支援」３７件、『言語及びコミュニケーション

に関する支援」３３件、『保育の基本姿勢」２２件、『対人関

係支援』１０件、「基本的生活習慣支援』７件、「運動発達

支援』１件の順であった。Ｂ保護者への支援のカテゴリー

は、『保護者との情報共有」と「保護者への対応」の２

つであり、それぞれ14件と11件であった。Ｃ・社会資源

の活用および連携の４つのカテゴリーは、上位から『社

会資源の活用・紹介』１８件、『関係職種との連携』１２件、

｢園内情報共有』と『保育士の配置体制』各５件であった。

年齢差をみるために、各年齢別に10%以上のカテゴリー

に限って検討した結果、1歳児では第１位が『Ａ２言語

及びコミュニケーションに関する支援』、第２位『Ａ１情

緒の安定に関する支援」と『B2保護者への対応』であっ

た。２歳児は６つの支援が挙がり、「Ａ１情緒の安定に関

する支援』『Ａ２言語およびコミュニケーションに関する

支援」と『Ａ3保育の基本姿勢｣、次いで「Ａ4対人関係

支援」『B1保護者との情報共有」『C2関係職種との連携」

の順であった。３歳児では『Ａ２言語およびコミュニケー

ションに関する支援」『Ａ3保育の基本姿勢』「Ａ１情緒の

安定に関する支援』『C1社会資源の活用・紹介』の順に

４つの支援があがった。４歳児は最も少ない２つの支援

に６割が集中した。すなわち、『Ａ１情緒の安定に関する

支援』と『Ａ２言語およびコミュニケーションに関する

支援』であった。５，６歳児は第１位が「Cl社会資源の

紹介・活用』、次いで「Ａ１情緒の安定に関する支援』『Ａ

3保育の基本姿勢」「B1保護者との情報共有』に4保育

士の配置体制』の順であった（表３)。

早期に適切な発達支援が行われているかを見るために、

気になる子どもの行動特徴と対比できるよう１～３歳児

に限りサブカテゴリーを検討した（表４)。Ａ１とＡ２は１

歳児より複数の支援が提供されていたが、Ａ３とＡ５は１

歳児では記述がなかった。Ａ４では１歳児が１項目しか

なく、２歳児では４項目、３歳児では２項目の記述があっ
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計 15100.0３７１００．０４５１００．０４１１００．０３７１００．０１７５１００．０

注１）年齢不明３名を除く注２）順位は10％以上のカテゴリーのみ
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表４保育園で実施されている支援のカテゴリーとサブカテゴリー（１～３歳児）

サプカテ

ゴリー数
カテゴリー サプカテゴリー

･スキンシップを多くとる(1,2,3）・側に付き優しく受け止め(2)
･気持ちをくみ取るよう話しをきく(3)・穏やかに伝える(1)

･事前に予告・生活の流れ知らす(2,3）・好きと言葉と態度で(1)
.やさしく声かけ(2)

.落ち着いて遊べる環境作り(1,3）.その都度教え、自ら判断するよう言葉かけ(3)
･動き止まったとき声かけ(2)・次の行動へ導く言葉かけ(3)

･カードを使用し言葉かけ(2).できないとき－対一の関わり(3)

･同じ目線で笑顔でゆっくり話しかけ(1,2,3）・何度も繰り返し話す/質問のやりとり(3)
.分かり易い説明(1)．分かる言葉・表現で説明と指示(3)
･表情を読取り、側について丁寧に教える(3)

･言葉を引き出すような話しかけ方(1)。遊びながら色々な言葉かけ(2)

・口を大きくはっきり言う練習(3)・何度も繰り返し話す．質問する(1)
.ｐを大きく開けて伝える(3)．ゆっくりと話しかけ１対1の会話(3)

。繰り返しのある簡単な言葉の絵本(1)・絵本やお話の機会を多く(3)

･困難なことを助け、見守り、意欲が持てるよう援助(2)

･療育支援でできること園でも(2)。よく観察する(2)

･家庭と同じ対応を(2,3）・思いを聞きまずは信頼関係(2)
.できるだけ－対一の関わりを(2,3）

･友との接し方伝える(1)・他児との仲立ち(2)

･友だちと交流する環境作り(2,3）・担任との関わり増やすよう工夫(2)
．常に関わって遊ぶ(2)・集団でのルールを教える(3)

･スプーンの使い方を教える(2)・排泄訓練(2)

.常に行動把握し、基本的生活習慣の援助(3)

･運動や散歩で足腰鍛える(1)

Ａ１１：パニック

の予防と落ち

着きへの支援

７

Ａ１情緒の安定に関する

支援

Ａ１２：行動の促し６

Ａ２１：意思疎通５

芋Ａ２言語およびｺﾐﾕﾆ
ど ケーションに関する

も支援
Ａ２２：言語発達に ８

対 支援

す
る…－－－－……………………－－………－．……………………

支
援

Ａ３保育の基本姿勢６

A４対人関係支援 ６

A５基本的生活習慣支援

トー￣■￣⑰￣ロー⑤■●■■｡￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

A６運動発達支援

３

■■

１

･交換ノート(1)・母親に声かけ(2)・子どもの園での様子を(1,3）
･心配事聞いたり園の様子伝える(2)・食事の好み、食べさせ方をきく(2)
･保護者との連携(3)・言葉の遅れを伝える(2)

･３歳児健診結果を(3)・個別面談(3)・子どもへの支援方針を家庭と共有(3)

・日記通して助言・支援(1)・母乳から牛乳への切り替え指導(2)

･看護師・担任・母親と三者面談(3)・子どもへの関わり多くするよう助言(1)
･不安や心配等への助言(1,3）・母の気持ち受け止め(3)
･１歳半健診の勧め(2)・同胞に対する嫉妬・競争心に関する助言(3)
･園生活円滑に行くよう援助・指導(2)

ＢＢ１保護者との情報共有
保
護
者・………………….….…………．
へ

の

菫Ｂ２保護者への関わり

1０

９

Ｃ１社会資源の活用．・地域療育等支援事業所紹介(2,3）Ｃ４．専門機関紹介(3)紹介・養護学校教諭巡回指導活用(3)
お萱……………－－－－－－－…＿…………－－……＿……＿……………＿:§童礫萱?璽竺liL……－－…

霞…職種…「保健…携('川市児童家庭課に連絡欄(2)・３歳児健診でのフォロー(3)・保健師・臨床心理士．母親との話し合い

携塞で５.薗瀧羅宥一……………………－－－ii-ヅラヌモifj藷卿《TiJ…………………－－－－………－……－……－…ルー……………………－－－－…………＿…＿…………………………＿……＿………………………:雛と聾艤主iA驚亘酌室罎式量(乳
Ｃ４保育士の配置体制２．加配保育士の配置(3)・障害児担当保育士の配置(3)

注）（）内数字は年齢を表す

た。Ｂ１とＢ２は１歳児から支援があり、情報共有や対応

の方法は「母親に声をかける」「交換ノート」「個別面談」

｢三者面談」等があり、その内容には「不安や心配等へ

の助言」「子どもへの関わりを多くするよう助言」等指

導的対応も含まれていた。またＣ２では「保健師との連

携」が１～３歳児まで継続して挙がった。

我々は沖縄県南部３市の保育士を対象に調査し、彼ら

が日常業務の中で発達障害児又は疑いのある子どもの行

動と特徴をどのように捉え、どのような支援を実施して

いるかを明らかにした。特に、早期発見と早期発達支援

の観点から、１歳児から３歳児までに焦点を当て質的に

分析した結果、保育士の専門性向上のために特に研修の

必要性と研修内容について貴重な知見を得た。

日本の乳幼児健康診査制度は子どもの健康問題・養育

問題を早期発見する優れた仕組みとして定着しているが、

発達障害の早期発見に十分機能しているとは言い難い。

これは有効性の高いスクリーニングツールがまだ開発途

上であること、健診の環境と時間に制約があり、発達障

Ⅳ、考察

保育士は発達障害をもつ子どもの早期発見・早期発達

支援において重要な役割を期待されている職種の一つで

あり'2)、障害児支援の見直し検討会でも保育所での障害

児受け入れの促進と保育士の質向上を進言している'3)。
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前田和子：保育士による発達障害児への早期発見と早期支援の課題

害の特性である相互的な社会関係性とコミュニケーショ

ンの質的障害を見抜くことが困難であるという理由によ

る''''2)。その点、保育士は日常生活の場で乳幼児を保育

しながら観察しており、早期発見に大いに貢献できる位

置にいる。これは本調査で保育士の約4割が発達上気に

なる子どもがいると答え、３市で170事例が挙がってき

たことからも明らかである。

彼らは気になる行動特徴として適切な項目を53あげた

が、先行研究6-11)に照らすと各年齢ともまだ不足の指標

が多かった。例えば、１歳児において全く項目が挙がら

なかった「集団行動困難』と「感覚過敏』はそれぞれ

“指示に応じない”“輪から外れる”“味覚の過敏，，

“つま先歩き，，“音等への過度の拒否又は執着”等7,9,10）

に気づくべきであろう。また、『コミュニケーション困

難」では“模倣，,“指さし行動,，の有無等6)、『想像性の

欠如、こだわりなど』では“見立て遊び,,の有無等8)基

本的な社会的認知の発達指標にも注目する必要がある5)。

2歳児で記述が全くなかった『集団行動困難』も同様で

ある。１～３歳児に共通して“愛着行動の乏しさ''7,9)が

なかったのは、複数の子どもたちを保育している保育士

には気づきにくい項目かもしれない。３歳児では１，２

歳児より２倍の38項目があがったが、『コミュニケーショ

ン困難』「対人関係（愛着行動）困難』『感覚過敏』には

``概念を用いた会話,，“話しの飛躍,，“一方的な関わり”

“汚れることを嫌がる,，等a9)の不足項目が多数あった。

『姿勢・運動発達の問題」でも“不器用さ''9)への注目が

なかった。これらの結果から、保育士が発達に関する最

新の知識を系統的に学習する機会に恵まれていないこと

が推察される。2001年に開発されたＭ－ＣＨＡＴや共同注

意等コミュニケーションや社会的相互作用に重きを置い

た正常発達'4)の最新の学際的知識を学び、より専門性を

高める必要があろう。

次に保育士による支援についてであるが、気になる行

動等の記述に比べて、支援に関する記述は約３分の１で

あった。これは全体として気になる子どもたちの保育に

ついて、どう支援していったらよいか戸惑っている保育

士が多いことを示しているかもしれない。

しかし、「情緒の安定に関する支援」はパニックの予

防や沈静を保つ又は行動の促しの援助であるが、「スキ

ンシップを多くとる｣｢穏やかに伝える｣｢やさしく声かか

け｣等温かい対応がなされていること、また｢カードを使

用し声かけ｣「自ら判断するよう言葉かけ｣等から保育の

工夫が伺え、保育士が優れた取組をしている実態も浮か

び上がってきた。

他方、「言語およびコミュニケーションに関する支援』

は、「目の高さを合わせ笑顔でゆっくり話しかけ｣｢分か

る言葉・表現で説明と指示｣等さまざまな対応をしてい

たが、記述数は気になる行動特徴に関する記述の５分の

1であった。「対人関係支援』も同様の傾向であり、特

に１歳児ではこの傾向が顕著であった。今野ら'5)は保育

所に共通して期待できるのは、基本的身辺自立スキルの

向上と社会的ルールの向上と述べ、３つの重要な保育方

針を示しているがこれらに関する記述も殆どみられず、

『感覚過敏』への支援も全く記述がなかった。

子どもへの支援と同様に親への支援も欠かせない3)が、

保護者の半数が子どもの発達上の問題に気づいていない

という事実から、保護者との情報共有や対応の困難さが

予想される。本調査の親支援に関する結果は斉藤らの報

告'6)と比べ、手段・内容・配慮のすべての面で記述が少

なく、改善が必要であった。

当該地区の保育士のこれらの課題を解決するためには

保育士がより専門的な知識とスキルを修得できる継続的

で実用的な研修とともに、関係機関・関係職種による相

談やスーパーバイズ等サポート体制を充実していく必要

があろう。
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Abstract

Background: It is now recognized that early detection and intervention for children with developmental disorders
(DDs) should be improved, and the developmental disorders system is building to provide the comprehensive

services and supports these children and their families require in Okinawa. Because many of children with
DDs are cared by day care workers in day care centers, improving the quality of day care workers is a priority

matter. Purpose: Our goal was to determine by age of children how day care workers identified children

with DDs and suspected children, and what early interventions they provided in day care settings. Method:

Eight hundred seventy-eight day care workers in 90 day care centers at 3 cities in southern Okinawa were
asked to complete self-report questionnaire. Result: The data was obtained from 546 day care workers.
Approximately 40% of them were taking care of 170 children with DDs including suspected children. Seventy

percent of those children were provided special interventions by them in day care settings. They gave 53 behaviors

or characteristics of children one to three years of age as the warning signs that they were concerned, but

they didn't notice any critical warning signs of DDs. They provided a variety of therapeutic and supportive

services to eligible children and their parents, but the number of early intervention they described was a

mere 30% of those about early detection. Conclusion: It was suggested that day care workers needed to be

given practical and continuous training so as to assure their adequate capacity to detect the DDs by the Age

of 3 years and deliver early intervention services to children with DDs and their families.

Key ward: developmental disorders, day care workers, early detection, early intervention, Okinawa
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